
（令和2年度中間）

目標の設定及び達成に向けた考え方について（区作成）
【西　区】（受託者等：有限会社ケース）

地域活動協議会が地域の核となって透明性のある地
域運営を行い、自律的な地域運営ができる状態を目
指し、専門的なノウハウやネットワークを持つ中間支
援組織を活用して、上記課題解決に向け、担い手の
発掘・育成や資源の確保・情報提供、団体間の連携
促進などの様々な支援を行う。

【現在の状況】
・達成状況：概ね7割程度達成
・説明：法人格の取得等特定課題につい
て自律度が向上しておらず、また地活の
形成支援が必要である。

中間支援組織が地域の実情に応じた支援を実施すること
により、各地域においてさまざまな活動主体が協働し、地
域が自ら課題解決に取組み、自律的に運営されている状
態
・「自律的運営に向けた地域活動協議会の取組（イ
メージ）」の達成維持及び達成

【現在の状況】
　13地域活動協議会　平均　72.5 ポイン
ト

・地域が自律的な地域運営に取組めるようになってい
ると感じる割合（地活協構成団体に対するアンケート）
令和元年度以上(R2年度目標)

【現在の状況】
貴団体は、地域活動協議会の状況が「防災、防犯
など安心、安全なまちづくりにかかる取組及び地域
福祉、子育て支援、地域コミュニティづくりなどその
地域特性に即した地域課題の解決に向けた取組
が自律的に進められている状態」にあると思います

か。（問6）

　87.3%（①そう思う　43.5%　＋
　　　　　 ②ややそう思う　43.8%）

地域活動協議会　形成支援

「形成支援の取組」のステップ2以上の達成

・「自律的運営に向けた地域活動協議会の取組（イ
メージ）」の自律的に実施すべき基本的な事項の達成
維持及び達成

【現在の状況】（再掲）
　13地域活動協議会　平均　72.5 ポイン
ト

(ｱ) 自律
的な地域
運営

・地域が自律的な地域運営に取組めるようになってい
ると感じる割合（地活協構成団体に対するアンケート）
令和元年度以上(R2年度目標)

【現在の状況】（再掲）
貴団体は、地域活動協議会の状況が「防災、防犯
など安心、安全なまちづくりにかかる取組及び地域
福祉、子育て支援、地域コミュニティづくりなどその
地域特性に即した地域課題の解決に向けた取組
が自律的に進められている状態」にあると思います

か。（問6）

　87.3%（①そう思う　43.5%　＋
　　　　　 ②ややそう思う　43.8%）

(ｲ) 中間
支援組織
の活用

地域活動協議会の構成団体が課題やニーズに応じ
て中間支援組織から支援を受けていると感じている
割合
目標：令和元年度以上

【現在の状況】
大阪市やまちづくりセンター等から、地域の特性や
課題、地域活動協議会の活動状況や運営上の課
題を的確に把握したうえで、それにあった支援を受

けることができていると感じますか。

　81.5％（①感じる　20％  ＋
　　　　　　②ある程度感じる　 61.5％ ）

(1) 中長期の目
標

ア　「自律的
運営に向けた
地域活動協
議会の取組
（イメージ）」

１　地域課題・
ニーズ等の状況
について

２　当事業によりめ
ざす状態

(2) 令和2年度目標

３　当事業の目標

イ　利用者アンケート調査

区の考え方等

【区の東部地域】
交通至便なうえ文化施設が充実しており近年は高層マンションの建設が続き人口増加が著しい
地域である。マンション住民の地域コミュニティへの参加・参画、ネットワークの拡大が課題であ
る。

【区の西部地域】
歴史豊かで空襲を逃れたまち並みに昔ながらの路地が残るエリアや商店街などの生活の香りが
漂う地域コミュニティ豊かなまちに、金属加工などの高い技術力を持った工場が混在している地
域である。高齢者への支援、地域の魅力発信、自主財源の確保等の課題を持っている。

【主な課題】
・新規住民（マンション住民）とのコミュニティ形成
・コミュニティの強化
・地域課題解決に向けた既活動の強化
・開かれた組織運営の継承
・担い手の確保
・地域活動協議会組織形成
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（令和2年度中間）

区の考え方等

・設立当初から実施してきた組織運営の基盤づくりが完了している状態である。
・より自律的で透明性を確保した地域運営が求められている中、地域の特性に応じた個別具体
的な支援が必要な状況。
・地域の特色や地域が考える将来像、さらには様々な想いを反映した地域運営となる支援が必
要である。
・各地域において運営の向上がはかられている一方で、さらなる自律度の向上にむけた各地域
の実情に応じた支援が必要である。
・法人格を持ち地域活動協議会運営を行う地域がある一方、法人格の意義は理解しつつも地
域内での議論に至らない地域も多数あり、地域間の活動や考え方に差が生じている。
・千代崎地域活動協議会解散（令和2年6月30日）

地域活動協議会・中間支援組織・区役所の役割を整理し、地域活動協議会の自律を促進・強
化する支援等を地域特性を踏まえて実施する。

マンションコミュニティの地域活動への参加・参画促進の好事例の共有や、とりくみにつながる
仕組みづくり等の支援を継続的に実施する。

５　当事業による
支援の方針

平成28～29年度に自律的な地域運営が促進・成熟されたが、今後は運営の継承できるように
「地域課題への取組み」や「つながりの拡充」「組織運営」を重点的に支援する。また、組織運営
（会計等）については、一定の向上がはかられているもののさらなる透明性の確保・自律度を高
める支援を実施する。
これまで地域活動に関わりの少ない住民や、特に新築マンション住民の地域コミュニティへの参
加・参画、これまで行ってきた地域課題の解決に向けた活動の強化、組織運営の安定的・継続
的な運営を課題と捉え支援を実施する。

地域活動協議会形成支援

区と中間支援組織が共同で、地域ごとの統計的データ・地域活動の現状・課題・今後の活動の
方向性・地域の思いなどを組込んだ地域ごとの基礎資料を作成し、地活協活動の安定化につ
ながる支援方策を再度検討してきた。
地域の共通課題であるコミュニティ形成・強化について支援を進めながら、個別課題について
は地域特性やニーズに応じたきめ細かい支援を実施する。

〇つながりの拡充にむけた支援を実施
・「マンションと地域活動」について継続的に支援を実施する。
・「コミュニティ形成・強化」の支援として、町内会や自治会等の地縁型団体への参加促進支援
を行う。
・地域活動協議会・地縁型団体の認知度向上にむけた支援を行う。

６　目標達成に向
けた戦略

４　地域活動協議
会の状況につい
ての分析

上記２・３の【現在
の状況】及び評価
資料等を踏まえ分
析
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